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はじめに

ここでは、次の項について説明します。

• 対象読者, v ページ

• 表記法, v ページ

• 関連資料, vii ページ

• マニュアルに関するフィードバック, vii ページ

• マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート, viii ページ

対象読者
このマニュアルは主に、Cisco UCS Director を使用し、次の 1 つ以上の分野に関する専門知識を持
ち、それらの分野を担当するデータ センターの管理者を想定しています。

• サーバ管理

• ストレージ管理

• ネットワーク管理

• ネットワーク セキュリティ

表記法
説明テキストのタイプ

タブの見出し、領域名、フィールドのラベルのようなGUI要素は、[GUI
要素] のように示しています。

ウィンドウ、ダイアログボックス、ウィザードのタイトルのようなメイ
ン タイトルは、[メイン タイトル] のように示しています。

GUI 要素
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説明テキストのタイプ

マニュアルのタイトルは、イタリック体（�L�W�D�O�L�F）で示しています。マニュアルのタイトル

テキストベースのユーザ インターフェイスでは、システムによって表
示されるテキストは、�F�R�X�U�L�H�Uフォントで示しています。

TUI 要素

システムが表示するターミナル セッションおよび情報は、�F�R�X�U�L�H�U
フォントで示しています。

システム出力

CLI コマンドのキーワードは、ボールド体（�E�R�O�G）で示しています。

CLI コマンド内の変数は、イタリック体（�L�W�D�O�L�F）で示しています。

CLI コマンド

角カッコの中の要素は、省略可能です。[ ]

どれか1つを選択しなければならない必須キーワードは、波カッコで囲
み、縦棒で区切って示しています。

{x | y | z}

どれか1つを選択できる省略可能なキーワードは、角カッコで囲み、縦
棒で区切って示しています。

[x | y | z]

引用符を付けない一組の文字。 string の前後には引用符を使用しませ
ん。引用符を使用すると、その引用符も含めて string とみなされます。

string

パスワードのように出力されない文字は、山カッコで囲んで示していま
す。

< >

システム プロンプトに対するデフォルトの応答は、角カッコで囲んで
示しています。

[ ]

コードの先頭に感嘆符（!）またはポンド記号（#）がある場合には、コ
メント行であることを示します。

!、#

「注釈」です。 役立つ情報や、このマニュアル以外の参照資料などを紹介しています。（注）

「問題解決に役立つ情報」です。ヒントには、トラブルシューティングや操作方法ではなく、
ワンポイントアドバイスと同様に知っておくと役立つ情報が記述される場合もあります。

ヒント
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「要注意」の意味です。 機器の損傷またはデータ損失を予防するための注意事項が記述され
ています。

注意

時間を節約する方法です。 ここに紹介している方法で作業を行うと、時間を短縮できます。ワンポイント アドバイス

安全上の重要事項

「危険」の意味です。 人身事故を予防するための注意事項が記述されています。 機器の取り
扱い作業を行うときは、電気回路の危険性に注意し、一般的な事故防止対策に留意してくださ
い。 各注意事項の最後に示されている番号を基に、装置に付属の「Translated Safety Warnings」
を参照してください。

これらの注意事項を保管しておいてください。

警告

関連資料
『Cisco UCS Director Documentation Roadmap』

Cisco UCS Director の資料の詳細なリストについては、次の URL にある 『�&�L�V�F�R�8�&�6�'�L�U�H�F�W�R�U
�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』 を参照してください：http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/
ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html。

『Cisco UCS Documentation Roadmaps』

B シリーズのすべてのマニュアルの一覧については、『�&�L�V�F�R�8�&�6�%���6�H�U�L�H�V�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q
�5�R�D�G�P�D�S』を参照してください。このマニュアルは、次の URL で入手できます。http://
www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc。

C シリーズのすべてのマニュアルの完全な一覧については、次の URL にある『�&�L�V�F�R�8�&�6�&���6�H�U�L�H�V
�6�H�U�Y�H�U�V�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q�5�R�D�G�P�D�S』を参照してください。http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/
c-series-doc 。

マニュアルに関するフィードバック
このマニュアルに関する技術的なフィードバック、または誤りや記載もれなどお気づきの点がご
ざいましたら、HTMLドキュメント内のフィードバックフォームよりご連絡ください。ご協力を
よろしくお願いいたします。

Cisco UCS Director EMC Symmetrix VMAX 管理ガイド リリース 4.0    
vii

はじめに
関連資料

http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html
http://www.cisco.com/en/US/docs/unified_computing/ucs/ucs-director/doc-roadmap/b_UCSDirectorDocRoadmap.html
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/b-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc
http://www.cisco.com/go/unifiedcomputing/c-series-doc


マニュアルの入手方法およびテクニカル サポート
マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、その他の有用な情報について、毎月更新される
『What's New in Cisco Product Documentation』を参照してください。シスコの新規および改訂版の
技術マニュアルの一覧も示されています。

『�:�K�D�W�
�V�1�H�Z�L�Q�&�L�V�F�R�3�U�R�G�X�F�W�'�R�F�X�P�H�Q�W�D�W�L�R�Q』は RSS フィードとして購読できます。また、リー
ダー アプリケーションを使用してコンテンツがデスクトップに直接配信されるように設定するこ
ともできます。RSSフィードは無料のサービスです。シスコは現在、RSSバージョン2.0をサポー
トしています。
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第 1 章

概要

この章は、次の内容で構成されています。

• Cisco UCS Director EMC VMAX 管理の概要, 1 ページ

• VMAX レポート, 1 ページ

Cisco UCS Director EMC VMAX 管理の概要
Cisco UCS Director は EMC Symmetrix VMAX 10K および 20K をサポートします。 VMAX ライセ
ンスは 1 つのエンジン（2 つのダイレクタ）をサポートします。

Cisco UCS Director は、EMC ソリューション イネーブラを使用して EMC VMAX に接続します。

Cisco UCS Director で VMAX を管理するには、Linux ベースの SMC サーバまたは SPA サーバを使
用します。 Linux バージョン 7.5.1 以降をお勧めします。

Linux イメージを構築し、EMC ソリューション イネーブラをインストールした後、[EMC VMAX
ソリューションイネーブラ] アカウントを作成します。

VMAX レポート
次の VMAX 概要レポートを一目で確認することができます。

• システム容量: 空きと 使用済み（GB）円グラフ

• [システムの概要]：[SymmetrixバージョンID]、[Enginuityビルドバージョン]、[モデル]、ソ
リューションイネーブラの IPアドレス、およびエンジン、ダイレクタ、Thinデバイス、デー
タ デバイス、ダイレクタ ポート、ディスクの数

• [ストレージ]：総容量、使用済みの容量、空き容量
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最新の情報を表示するために、必ず [サマリー] タブの [更新] をクリックしてください。（注）

適切なタブを使用して、次の VMAX デバイス、ビュー、プール、およびグループを作成できま
す。 ドリル ダウンで、各機能の詳細を表示することができます。

• [Thinプール]：名前

• [データデバイス]：[デバイス数]、[容量(GB)]、[エミュレーション]、[設定]、および [ディス
クグループ]

• [Thinデバイス]：[デバイス数]、[容量(GB)]、[エミュレーション]、[Thinプールへのバインド]
（オン/オフ）、および [100%事前割り当て] のオプション

• [メタデバイス]：ヘッドになる Thin デバイスの選択、[メタタイプ]、およびメンバの選択

• [イニシエータグループ]：[グループタイプ]（[標準] または [カスケード化])、[グループ名]、
[タイプ]（iSCSI、FCP）、および [イニシエータ名] [一貫性のあるLUN]（論理ユニット番号）
をオンまたはオフに設定できます。

• �>ストレージグループ�@：[グループタイプ]（[空のストレージグループ] または [カスケード化
ストレージグループ]）、および [グループ名]

• [ポートグループ]：[グループ名] および [ディレクタポートの選択]（[すべて]、[なし]、また
は選択項目）

• [マスクビュー]：ビュー名、ストレージ グループの選択、ホスト LUN ID（指定、または自
動生成）、イニシエータ グループの選択、ポート グループの選択

VMAX システムに関するタブ内にある読み取り専用レポートの詳細には、次の情報が含まれてい
ます。

• [フロントエンドダイレクタ]：[Symmetrix ID]、[ダイレクタモジュール]、[ステータス]、[タ
イプ]、[識別]、およびポート数とダイレクタ数

• [バックエンドディレクタ]：[ダイレクタモジュール]、[ステータス]、[タイプ]、[識別]、およ
びポート数とダイレクタ数

• �>ダイレクタポート�@：[ダイレクタモジュール]、[ポート]、[最大速度]、[ポートWWN]、およ
び [ノードWWN]

• [ディスク]：[レポートID]、[データセンター]、[アカウント名]、[Symmetrix ID]、[テクノロ
ジー]、[ダイレクタモジュール]、外部開発、[ハイパーボリューム]、[ディスクのロケーショ
ン]、[ID]、[タイプ]、サービスのステータス、[ディスクグループ]、[ターゲットID]、[サービ
スの状態]、[外部WWN]、[速度]、[ホストのスペア]、[スピンドルID]、[ベンダー]、[ディス
クグループ名]、[インターフェイス]、製品、およびディスク グループの容量データ

• [機能]：[名前]、[タイプ]、[容量(GB)]、および Serial Advanced Technology Attachment（SATA）
ドライブの容量（GB）
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• [階層]：[階層名]、[階層タイプ]、[エミュレーション]、[ターゲットの保護]、ポート数とダイ
レクタ数、[テクノロジー]、[ディスクのロケーション]、および [タイプ]

• [ライセンス]：[機能名]、[ライセンスタイプ]、および [容量タイプ]

• [イニシエータ]：[イニシエータグループ]、ChallengeHandshakeAuthenticationProtocol（CHAP）
の有効化、[ユーザポート名]、[ユーザノード名]、[イニシエータ]、[タイプ]、[iSCSI名]、[共
通シリアル番号]、SPC2 プロトコル、SCSI サポート、環境、[ボリュームセットアドレッシ
ング]、および他のデータ

• [FASTポリシー]：[ポリシー名]、[階層]、[階層数]、[ストレージグループの数]、および [エ
ミュレーション]

• [メモリ]：[スロット番号] および [容量]
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第 2 章

EMC ソリューション イネーブラのインス
トール

この章は、次の内容で構成されています。

• EMC ソリューション イネーブラのインストール, 5 ページ

• ソリューション イネーブラ アカウントの追加, 6 ページ

EMC ソリューション イネーブラのインストール
Linux 基本イメージの場合は、CentOS バージョン 5.7 x86 または x86_64 を実行している SMC サー
バまたは SPA サーバを使用できます。

SMC サーバでは、20 GB の容量を許可します。 SPA サーバでは、少なくとも 120 GB を許可しま
す。

glibc など、ライブラリとレガシー ライブラリを VM に追加することもできます。

Raw デバイス マッピング（RDM）で使用するゲートキーパーも必要です。 RDM ごとに 6 ～ 8 K
を許可します。

ステップ 1 使用する VM 用の Linux 基本イメージを作成します。

ステップ 2 いくつかのゲートキーパーを RDM として割り当てます。

ステップ 3 Linux VM をリブートします。

ステップ 4 EMC Powerlink サイトから、Linux ソリューション イネーブラ パッケージ（バージョン 7.3.1 以降）と、
SMAS パッケージ �V�H�����������/�L�Q�X�[���L���������Q�L���W�D�U���J�]をダウンロードします。
次の MD5 チェックサムを使用します。 9809ac14ed8bfcc19789d7d5671d6015
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ステップ 5 SCP を使用して、tar ファイルを VM に転送します。

ステップ 6 コマンド プロンプトで次のコマンドを入力して、tar ファイルを解凍します。[root@smc ~]# tar xzvf
se7310-Linux-i386-ni.tar.gz

ステップ 7 次のコマンドを入力して、EMC ソリューション イネーブラを入力します。 [root@smc ~]# ./se7310_install.sh
-install]

ステップ 8 Linux パスに emc/symcli/bin フォルダが含まれていることを確認します。 たとえば、 /opt/emc/symcli/bin

ソリューション イネーブラ アカウントの追加
はじめる前に

Linux VM に EMC VMAX ソリューション イネーブラをインストールする必要があります。

ステップ 1 Cisco UCS Director にログインします。

ステップ 2 [管理] をクリックし、[物理アカウント] を選択します。

ステップ 3 [物理アカウント] ペインの [追加] タブをクリックします。

ステップ 4 [アカウントの追加] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

このアカウントに対応する [データセンター] を選択します。[データセンター] ドロップダウ
ン リスト

[ストレージ] を選択します。[カテゴリ] ドロップダウン リス
ト

[EMC VMAXソリューションイネーブラ] を選択します。[アカウントタイプ] ドロップダ
ウン リスト

[ローカル] または [リモート] を選択します。

リモート認証を選択した場合は、ステップ 5 に進みます。

[認証タイプ] ドロップダウン リ
スト

アカウント名。[アカウント名] フィールド

VMAX デバイスに対応する制御ステーションの IP アドレス。[サーバのアドレス] フィールド

このアカウントのユーザ ID。[ユーザID] フィールド

このアカウントのパスワード。[パスワード] フィールド
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説明名前

[トランスポートタイプ] として [ssh] を選択します。[トランスポートタイプ] ドロッ
プダウン リスト

ポート。[ポート] フィールド

アカウントの説明。[説明] フィールド

連絡先の電子メール。[連絡先の電子メール] フィール
ド

このアカウントのロケーション。[ロケーション] フィールド

このアカウントのサービス プロバイダー。[サービスプロバイダー] フィー
ルド

ステップ 5 リモート認証の場合は、[UCS認証ドメイン] に対応する追加フィールドに入力します。

ステップ 6 [追加] をクリックします。

ステップ 7 [物理アカウント] ペインで、アカウントを選択します。

ステップ 8 [テスト接続] をクリックします。
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第 3 章

VMAX の管理

この章は、次の内容で構成されています。

• 手順の概要, 9 ページ

• VMAX 管理, 10 ページ

• Thin プール, 10 ページ

• データ デバイス, 11 ページ

• Thin デバイス, 12 ページ

• メタ デバイス, 14 ページ

• イニシエータ グループ, 15 ページ

• ストレージ グループ, 18 ページ

• ポート グループ, 20 ページ

• マスク ビュー, 22 ページ

手順の概要

ステップ 1 EMC VMAX アカウントを追加します。
アカウントを追加した後、マスク ビュー、Thin プール、イニシエータ グループ、ポート グループ、スト
レージ グループ、デバイスに関する詳細レポートなど、すべてのインベントリ レポートへのデータ入力
が完了した状態になります。

ステップ 2 次のように、必要なプール、グループ、デバイス、およびビューを管理します。
a) Thin プールを作成します。
b) すべてのデバイス、つまりデータ デバイス、Thin デバイス、メタ デバイスを作成します。
c) イニシエータ グループを作成します。
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d) ストレージ グループを作成します。
e) ポート グループを作成します。
f) FAST ポリシーをストレージ グループに関連付けます。
g) デバイスをストレージ グループ追加します。
h) マスクビューを作成します。

VMAX 管理
Cisco UCS Director EMC VMAX アカウントで、次のプール、グループ、デバイス、およびビュー
を管理します。

• [Thin プール]：作成/削除、拡張、バインド/アンバインド、および詳細の表示

• [デバイス]：データ デバイス、Thin デバイス、およびメタ デバイス

• [イニシエータ グループ]：作成/削除、名前の変更、イニシエータの追加/イニシエータの削
除、イニシエータの置換、フラグのオーバーライドの設定、および詳細の表示

• [ストレージ グループ]：作成/削除、名前の変更、デバイスの追加/デバイスの削除、FASTポ
リシーの関連付け/FASTポリシーの関連付け解除、および詳細の表示

• [ポートグループ]：作成/削除、名前の変更、ポートの追加/ポートの削除、および詳細の表示

• [マスク ビュー]：作成/削除、名前の変更、および詳細の表示

Thin プール
新しい Thin プールでは一意の名前が必要です。

次のアクションを実行するには、[Thinプール] タブにあるボタンをクリックします。

説明ボタン名

Thin プールを作成します。[作成]

Thin プールを拡張します。[拡張]

Thin プールをバインドします。[バインド]

Thin プールをアンバインドします。アンバインド

Thin プールに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]

Thin プールを削除します。[削除]
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Thin プールの作成
EMC VMAX Thin プールは、Thin デバイスにストレージ容量を提供するデータ デバイスの集まり
です。

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX データ センターを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [Thin プール] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [Thinプールの作成] ダイアログボックスの [Thin プール名] フィールドに名前を入力します。

ステップ 9 [送信] をクリックします。

データ デバイス
Symmetrix デバイスは、データ デバイスまたは Thin デバイスのどちらかです。

[データデバイス] タブでは、次のアクションが利用できます。

説明ボタン名

データ デバイスを作成します。[作成]

データ デバイスを削除します。[削除]

データ デバイスに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]
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データ デバイスの作成

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX システムを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [データデバイス] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [データデバイスの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 9 説明名前

データ デバイス数。[デバイス数] フィールド

容量（ギガバイト単位）。[容量(GB)] フィールド

データデバイスに対応する [エミュレーション]タイプを選択します。[エミュレーション] ドロップダ
ウン リスト

データ デバイスに対応する [設定] タイプを選択します。[設定] フィールド

ディスク グループ名。[ディスクグループ] フィールド

ステップ 10 [送信] をクリックします。

次の作業

デバイスを選択して [詳細の表示] をクリックすると、詳細レポートを表示できます。

Thin デバイス
Symmetrix デバイスは、Thin デバイスまたはデータ デバイスのどちらかです。

VMAX Thin デバイス（TDEV）の最大サイズは、240 GB です。
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このサイズを超える TDEV を作成しようとする場合は、複数の TDEV を組み合わせてメタ デ
バイスを形成します。 各 TDEV は、ただ 1 つのメタ デバイスの一部になることができます。

（注）

[Thinデバイス] タブでは、次のアクションが利用できます。

説明ボタン名

Thin デバイスを作成します。[作成]

Thin デバイスを削除します。[削除]

Thin デバイスに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]

TDEV に対する [名前の変更] アクションは存在しません。 デバイス名は一意であり、TDEV をメ
タ デバイスに、またはその逆に変換しても、同じ名前にとどまります。

Thin デバイスの作成

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX システムを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [Thinデバイス] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [Thinデバイスの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 9 説明名前

Thin デバイス数。[デバイス数] フィールド

容量（ギガバイト単位）。[容量(GB)] フィールド

Thin デバイスに対応する [エミュレーション] タイプを選択します。[エミュレーション] ドロップダ
ウン リスト

ステップ 10 に進みます。[Thinプールへのバインド]フィー
ルド

Cisco UCS Director EMC Symmetrix VMAX 管理ガイド リリース 4.0    
13

VMAX の管理
Thin デバイスの作成



説明名前

Thin デバイスに対して 100% 事前割り当てを行うには、このチェック
ボックスをオンにします。

[100%事前割り当て] チェック
ボックス

ステップ 10 [なし] を選択するか、このデバイスのバインド先となる Thin プールをリストから選択します。

ステップ 11 [送信] をクリックします。

次の作業

デバイスを選択して [詳細の表示] をクリックすると、詳細レポートを表示できます。

メタ デバイス
メタ デバイスにより、Thun デバイスを集約してデバイス サイズを大きくすることができます。

1 台の Thin デバイスをヘッドとしてメタ デバイスを作成し、他の Thin デバイスをメンバにする
ことができます。 合計メタ デバイス サイズは、ヘッドのサイズと、すべてのメンバ デバイス サ
イズの組み合わせです。

メタ デバイスに対する [削除] アクションは存在しません。 メタ デバイスからメンバを削除す
ると、1 台の Thin デバイスになります。

（注）

[メタデバイス] タブでは、次のアクションが利用できます。

説明ボタン名

新しいメタ デバイスを作成します。[メタの作成]

メタ メンバ デバイスに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]
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メタ デバイスの作成

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX システムを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [メタデバイス] タブをクリックします。

ステップ 7 [メタの作成] をクリックします。

ステップ 8 [メタデバイスの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 9 説明名前

[選択] をクリックします。

ステップ 10 に進みます。

[ヘッドThinデバイスの選択]
フィールド

[メタタイプ] で、タイプを選択します。[メタタイプ] ドロップダウン リ
スト

[選択] をクリックします。

ステップ 11 に進みます。

[メンバーデバイスの選択]フィー
ルド

ステップ 10 �>選択�@ダイアログボックスで、ヘッド Thin デバイスを選択し、[選択] をクリックします。

ステップ 11 [項目の選択] ダイアログボックスで、[すべてオン] と [すべてオフ] のいずれかをクリックするか、個別の
デバイスに対応するチェックボックスをオンにします。

ステップ 12 [選択] をクリックします。

ステップ 13 [メタデバイスの作成] ダイアログボックスで、[送信] をクリックします。

イニシエータ グループ
VMAXイニシエータグループは、連携して動作するホストバスアダプタ（HBA）の集まりです。
他のイニシエータ グループを含むイニシエータ グループは、カスケード化イニシエータ グルー
プとみなされます。

イニシエータ グループに対して、ホスト イニシエータの追加、置換、または削除を実行できま
す。

Cisco UCS Director EMC Symmetrix VMAX 管理ガイド リリース 4.0    
15

VMAX の管理
メタ デバイスの作成



新しいイニシエータ グループでは、次のパラメータが必要です。

• [イニシエータグループタイプ]

• [イニシエータグループ名]

• [イニシエータタイプ]

• [イニシエータ名]

• [一貫性のあるLUN]（オン/オフ）

次のアクションを実行するには、[イニシエータグループ] タブにあるボタンをクリックします。

説明ボタン名

イニシエータ グループを作成します。[作成]

イニシエータ グループの名前を変更します。[名前の変更]

イニシエータ グループを削除します。[削除]

ホスト イニシエータを追加します。[イニシエータの追加]

ホスト イニシエータを置換します。[イニシエータの置換]

ホスト イニシエータを削除します。[イニシエータの削除]

[ボリュームセットアドレッシング]、[共通シリアル番号]、[UAで
のQRESTの無効化]、[SPC2プロトコルバージョン]、[環境設定]、
[AS400」、[ブロードキャストのリセットの回避]、[VMSを開く]、
[SSCI のサポート 1]、および [SCS13] の各フラグをオーバーライ
ドします。

[フラグのオーバーライド]

イニシエータ グループに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]
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イニシエータ グループの作成

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX システムを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、[データセンター] を選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [イニシエータグループ] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [イニシエータグループの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

ステップ 9 説明名前

[イニシエータグループタイプ]で選択を行います（[標準]または [カス
ケード化]）。 [標準] は、デフォルトのイニシエータ グループ タイプ
です。

[カスケード化] を選択した場合は、ステップ 10 に進みます。

[イニシエータグループタイプ]
ドロップダウン リスト

イニシエータ グループ名。[イニシエータグループ名]フィー
ルド

イニシエータ タイプ（iSCSI または FCP）を選択します。 [iSCSI] は、
デフォルトのイニシエータ タイプです。

[イニシエータタイプ] ドロップ
ダウン リスト

イニシエータ名。[イニシエータ名] フィールド

一貫性のあるLUNを使用する場合にこのチェックボックスをオンにし
ます。 デフォルトではオフになっています。

[一貫性のあるLUN]チェックボッ
クス

ステップ 10 カスケード化イニシエータ グループの場合は、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

親イニシエータ グループを選択します。[親イニシエータグループの選択] フィールド

子イニシエータ グループを選択します。[子イニシエータグループの選択] フィールド

ステップ 11 [送信] をクリックします。
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ストレージ グループ
VMAXストレージグループは、アプリケーション、サーバ、またはサーバの集まりによって使用
される、Symmetrix 論理ボリュームの集まりです。

ストレージ グループはホストに対してストレージを提供し、FAST ポリシーに関しても使用され
ます。

Cisco UCS Director 内で VMAX ストレージ グループを作成できますが、これは [空のストレージグ
ループ] か [カスケード化ストレージグループ] のどちらかです。 カスケード化グループをマスク
ビュー内に含めて、ストレージ リソースをクラスタ全体に提供することもできます。

[ストレージグループ] タブでは、次のアクションが利用できます。

説明ボタン名

ストレージ グループを作成します。[作成]

選択したストレージ グループの名前を変更します。[名前の変更]

ストレージ グループを削除します。[削除]

選択したストレージ グループに新しいデバイスを追加します。[デバイスの追加]

ストレージ グループからデバイスを削除します。[デバイスの削除]

選択したストレージグループにFASTポリシーを関連付けます。[FASTポリシーの関連付け]

選択したストレージ グループから FAST ポリシーの関連付けを
解除します。

[FASTポリシーの関連付け解
除]

ストレージ グループに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]
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空のストレージ グループの作成

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX データ センターを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [ストレージグループ] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージグループの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

デフォルトのオプションである [空のストレージグループ] を受け入れ
ます。

[ストレージグループのタイプ]
ドロップダウン リスト

ストレージ グループ名。[ストレージグループ名] フィー
ルド

ステップ 9 [送信] をクリックします。

次の作業

デバイスを追加し、FAST ポリシーをストレージ グループに関連付けます。
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カスケード化ストレージ グループの作成
カスケード化ストレージ グループには、1 つ以上の子ストレージ グループを含めることができま
す。

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX データ センターを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [ストレージグループ] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [ストレージグループの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

[カスケード化ストレージグループ] を選択します。[ストレージグループのタイプ]
ドロップダウン リスト

親のストレージグループを選択します。[親のストレージグループの選択]
フィールド

子のストレージグループを選択します。[子ストレージグループの選択]
フィールド

ステップ 9 [送信] をクリックします。

次の作業

デバイスを追加し、FAST ポリシーをストレージ グループに関連付けます。

ポート グループ
VMAX ポート グループは、フロントエンド ポートの集まりです。

[ポートグループ] タブでは、次のアクションが利用できます。

説明ボタン名

新しいポート グループを作成します。[作成]

   Cisco UCS Director EMC Symmetrix VMAX 管理ガイド リリース 4.0
20

VMAX の管理
カスケード化ストレージ グループの作成



説明ボタン名

ポート グループの名前を変更します。[名前の変更]

ポート グループを削除します。[削除]

選択したグループに新しいポートを追加します。[ポートの追加]

グループからポートを削除します。[ポートの削除]

選択したポート グループに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]

ポート グループの作成

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX データ センターを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、[データセンター] を選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [ポートグループ] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [ポートグループの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

ポート グループ名。[ポートグループ名] フィールド

[選択] をクリックします。

ステップ 9 に進みます。

[ポートグループ名の選択]フィー
ルド

ステップ 9 [項目の選択] ダイアログボックスで、VMAX ポート グループを選択します。

ステップ 10 [選択] をクリックします。

ステップ 11 [ポートグループの作成] ダイアログボックスで、[送信] をクリックします。
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マスク ビュー
VMAX は、ストレージ グループ、ポート グループ、イニシエータ グループという 3 種類の自動
プロビジョニング グループを指定します。 これら 3 つのグループは、マスク ビューとして連携
して動作します。

マスクビューにより、（イニシエータグループ内の）ターゲットイニシエータが（ポートグルー
プ内の）ターゲット ポート経由で、（ストレージ グループ内の）ターゲット ストレージ リソー
スにアクセスできるようになります。

マスクビューは、ストレージのプレゼンテーションに変更を加える場合にも役立ちます。デバイ
スやポートの追加など、マスクビューに属するグループに変更を加えると、マスクビューに自動
的に反映されます。

次のアクションを実行するには、[マスクビュー] タブにあるボタンをクリックします。

説明ボタン名

マスク ビューを作成します。[作成]

マスク ビューの名前を変更します。[名前の変更]

マスク ビューに関する詳細レポートを表示します。[詳細の表示]

マスク ビューを削除します。[削除]

マスク ビューの作成

はじめる前に

システム内で、ストレージグループ、イニシエータグループ、ホストLUN、およびポートグルー
プを作成する必要があります。
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デバイスをストレージ グループに接続する必要があります。

ステップ 1 [物理] をクリックし、[ストレージ] を選択します。

ステップ 2 [ストレージ] ペインで、VMAX データ センターを選択します。

ステップ 3 [システム] タブをクリックします。

ステップ 4 [システム] リストで、データセンターを選択します。

ステップ 5 [詳細の表示] をクリックします。

ステップ 6 [マスクビュー] タブをクリックします。

ステップ 7 [作成] をクリックします。

ステップ 8 [マスクビューの作成] ダイアログボックスで、次のフィールドに値を入力します。

説明名前

マスク ビュー名。[マスクビュー名] フィールド

[ストレージグループ] を選択します。[ストレージグループ名の選択]
フィールド

ホスト LUN ID。

LUN ID を指定しなかった場合は、[ホストLUN ID] が自動生
成されます。

（注）

[ホストLUN ID] フィールド

[イニシエータグループ] を選択します。[イニシエータグループの名前を
選択します。] フィールド

[ポートグループ] を選択します。[ポートグループ名の選択]フィー
ルド

ステップ 9 [送信] をクリックします。
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